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「神奈川県手話言語普及推進計画」策定から 4 年目を迎え、次年度はこの計画推進の評

価と将来計画の策定に向かう時期だと想定しております。 

 例年、本審議会は年 2 回、事務局よりご説明を受け、その間に当事者団体と普及に関する

具体的内容、実施について検討され、また、県庁内関係部署との協議も続けられてきたこと

は、条例の基づく手話普及、推進を具体化してきたものと思います。 

 

 以下は、意見と提案です。 

①これまで、審議会に資料として「各年度の取り組み状況」「今後の方向性」が示されてき

たことで審議での議論が可能となっており、事務局のご尽力に感謝致します。 

 

②この資料から確認できることは、講習会の「開催実績」、リーフレットの「配布実績」、教

材の「作成・提供」、手話動画の「配信」、教員向け研修、模擬授業真などの「受講者数」、

「教員の指導」、「講師派遣費用の補助」、手話学習冊子の「増刷」、タブレット端末の「設置

か所」、事業者への「講習会開催」、県職員の「講習会開催」、パブコメの「動画受付」、コミ

ュニケーションボードの「周知」、手話通訳者の「修了(認定)者数」、県主催イベントの「手

話通訳者配置事業数」など、数値のみが確認できる状態です。 

 

③本計画が目指すものとして、明記されている文面は「手話推進計画は、ろう者とろう者以

外の者が、相互にその人格と個性を尊重しあいながら共生することのできる社会を実現」す

ることであり、その手段が 3 つ掲げられています。「1.手話の普及」「2.手話に関する教育及

び学習の振興」「3.手話を使用しやすい環境の整備」。したがって、審議会で報告を受けてい

る諸活動が、目的である「ろう者とろう者以外の者が相互に尊重しあい共生する社会」に向

かっているか否かを評価する必要があります。すなわち、研修や行事を実施した回数、印刷

部数、動画配信数ではなく、それらに触れた人たちの意識にどのように響いて、変化してい

るかをみていく必要があります。 

 

④そのための簡単な方法としては、上記に参加した人、触れた人、読んだ人、見た人たちが

どのような受け止めをしたか、その感想などを収集しておく必要があると考えます。 

 

例えば、実施した対象の方々への感想・質問を設け、アンケート用紙、サイト上に簡単な

アンケート項目掲載、会合の終了時の口頭の意見集約、タブレットの使用感の質問などを用

意して、ろう者の方の意見、ろう者以外の方の意見を捉え、それにより、共生社会へ向かう

方策を再検討することが適当なのではないかと思います。 

 



<以下、アンケート案> 

 

 例えば、これまで県が実施してきたすべての事業に関して、ろう者、ろう者以外の方がど

のように受け止めているかを確認し、改善・発展させるための手立てとしてアンケートや聞

き取りを行うことを提案します。 

 なお、すでにそうしたアンケートを取られている場合は、その結果を事務局よりお示しい

ただければ幸いです。 

 

1. 手話の普及 

(1) 手話講習会 講習会参加者への講座の内容、今後の講座の持ち方などのアンケート 

(2) リーフレットの配布 リーフレットに QR コードを付けるなどして、リーフレット

の良しあし、これからどんな啓発が望ましいかの意見聴取 

(3) イベントの開催 イベント参加者に簡単なアンケートを配り、回収ボックスを設置 

 

2. 手話に関する教育及び学習の振興 

(1) リーフレットの配布 意見聴取のアドレスや電話番号を記載し、反応を捉える 

(2) 動画の配信 「いいね」の反応だけではなく、動画サイトに下段に、役に立つ、わ

かりやすい、さらなる工夫などについて視聴者の感想を求める 

(3) 教員向け研修 「指定研修」「自己研鑽研修」それぞれに、やや専門的なアンケート

を行い、研修内容の改善を図る 

 

3. 手話を使用しやすい環境の整備 

(1) タブレット端末活用 タブレット端末で相談等を行った方へ、活用した感じ、相談

の解決に役立ったか、さらにどのような工夫が必要か、などを、協力に応じてくだ

さる方に質問させてもらう 

(2) 事業所での講習会など 参加者への内容の充実度、今後学びたいこと、などに関す

るアンケート 

(3) コミュニケーションボード 配布にとどまらず、実際の利用体験の蓄積やボードで

の限界とそれを補う手段の検討につなげる 

(4) 手話通訳者の養成 受講者に学習時間、仕事や家庭との両立などをお聞きした上で、

効率的に学修成果を上げるための工夫を探り出す 

 

 


